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研究成果の概要（和文）：本研究では潜在記憶に注目し、子供の体力と記憶機能の関係を明らかにすることを目
的とした。その結果、体力と記憶パフォーマンスの間に関係が認められなかった。本研究では、先行研究と同じ
記憶課題を用いているにもかかわらず、先行研究の知見を再現できなかった。最近の研究代表者らのメタ分析の
結果に基づき、研究参加者の特性（本研究の参加者の記憶機能が高すぎたこと）が、この矛盾した知見に関わっ
ていることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study examined the association between childhood fitness and implicit 
memory. Results indicated no associations between fitness and memory performance, which are 
inconsistent with previous studies. Based on our recent meta-analysis, I suggest that individual 
difference in memory function is one possible source of these conflicting findings.

研究分野： 認知運動科学

キーワード： 体力　記憶　子供
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研究成果の学術的意義や社会的意義
過去20年間に渡る研究によって、習慣的運動による体力の向上は高次認知機能を改善させることが示されてき
た。本研究ではこれまでに注目されてこなかった潜在記憶に焦点を当てたという点で学術的独自性・チャレンジ
性が高いものである。当初の仮説に反し、体力と記憶パフォーマンスに関係が認められなかったが、本研究の問
題点（研究参加者の特性を十分に考慮できていなかったこと）を解決することによって、今後の研究分野のさら
なる発展に貢献しうると考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年の研究では、体力が高い子供

ほど記憶機能が優れていることが
示されている（Donnelly et al., 
2016）。これらの知見を再現・発展さ
せるため、応募者は先行研究とは異
なる関連記憶課題（図 1）を用い、
子供の体力と記憶機能の関係を検
討した。ところが、体力が低い子供
の方が記憶課題の正答率が高いと
いう、先行研究に反する予想外の結
果が得られた。これまでの研究では
明らかにされていない、体力が低い
子供の方が優れている脳機能があ
るのだろうか。 

図 1 のような記憶課題の再認テス
ト（テストセッション）を行った場
合、参加者はたとえ絵を覚えていな
くても推測で答え、正答することも
ある。すなわち、再認テストでの反
応は、確信度により「はっきりと覚
えている」（Remember）、「何となく
覚えている」（Know）、「全く覚えて
いない」（Guess）の 3 つに分けることができる。Voss et al.（2009）は、絵を覚えることに集
中させる full attention 条件と二重課題下で絵を覚えさせる divided attention 条件で記憶課題
を行わせたところ、divided attention 条件の方が Guess 反応が多く、全体の正答率が高かった
ことを報告している。つまり、潜在記憶による Guess 反応が記憶パフォーマンスを向上させる
ことがあると示唆される。 

これまでの多くの研究によって、体力の低い子供は注意機能が劣っていることが示されてい
る（e.g., Kamijo et al., 2015）。よって、上述の応募者の研究では、体力の低い子供の方が注意
機能が低いため、（divided attention 条件のように）潜在記憶に依存した Guess 反応が多くな
り、正答率が高くなったのではないかと予想された。 
 
２．研究の目的 

本研究では潜在記憶に注目し、子供の体力と記憶機能の関係を明らかにすることを目的とし
た。体力が高いほど、Remember 反応と Know 反応の記憶パフォーマンスは高く、Guess 反応
ではこの関係が逆転する（体力が低いほど記憶パフォーマンスが高くなる）ことが予想された。 
 
３．研究の方法 
（1）参加者 
研究分担者が所属する教育大学

の附属小学校に本研究への参加を
依頼した。全ての測定に参加しなか
った参加者や外れ値を示した参加
者などを除外し、小学 3・5年生 175
名を分析の対象とした。 
 
（2）体力テスト 
本研究では、これまでの多くの研

究で記憶機能との関係が認められ
ている有酸素性能力（Donnelly et 
al., 2016）に注目した。有酸素性能
力の評価には、新体力テストの 20 m
シャトルランを用いた。 
 

（3）記憶課題 
体力と記憶機能のポジティブな

関係を示した先行研究（Baym et al., 
2014）と同じ関連記憶課題を用いた

 
図 1.関連記憶課題の例と正答率の結果 

学習セッションでは、絵が緑色（点線）か赤色（実線）

で描かれている。テストセッションでは、黒色で描か

れた絵が学習セッションにおいて緑色（or 赤色）で描

かれていたかそれ以外（赤色 or 見ていない）かを選

択させる。 

 

図 2.本研究で用いた記憶課題の例 

ペア記憶条件の例を示している。学習セッションの後

にテストセッションを行い、確信度を尋ねる。 

学習セッション テストセッション

どのくらい自信が
ありますか？

全く 少し かなり



（図 2）。先行研究に従い、アイテム記憶条件とペア記憶条件の 2 条件を用いた。アイテム記憶
条件の学習セッションでは、同じ背景にさまざまなキャラクターが提示され、キャラクターを覚
えさせる。テストセッションでは、3つのキャラクターから覚えたキャラクターを選択させた後、
確信度（Remember, Know, or Guess）を尋ねる。ペア記憶条件の学習セッションでは、さまざま
な背景にさまざまなキャラクターが提示され、背景とキャラクターをペアで覚えさせる。テスト
セッションでは、3 つのキャラクターから背景と合致するキャラクターを選択させた後、確信度
を尋ねる。ペア記憶条件で正確に答えるには、海馬の働きが重要となる（Henke et al., 1997）。先
行研究（Baym et al., 2014; Chaddock et al., 2010; 2011）では、体力と記憶パフォーマンスの関係が
ペア記憶条件でより顕著に認められることが示されている。 
 
（4）統計検定 
体力と各条件・各確信度の記憶パフォーマンス（正答率）との関係について、性別、学年、社

会経済状況（保護者の教育年数や収入）を統制変数とした偏相関分析を行った。 
 
４．研究成果 
偏相関分析の結果を表 1 に示す。体力と各条件・各確信度の記憶パフォーマンスの間には関係

が認められなかった。 
 

表 1. 体力と記憶パフォーマンス間の偏相関係数 
 20 m シャトルラン 
アイテム・Remember .032 
アイテム・Know -.084 
アイテム・Guess .026 
ペア・Remember .041 
ペア・Know .055 
ペア・Guess .059 

 
本研究と同様の関連記憶課題を用いた研究（Baym et al., 2014; Chaddock et al., 2010; 2011）で

は、一貫して体力と記憶パフォーマンスがポジティブに関わっていることが示されている。本研
究では、（Remember 反応と Know 反応において）この結果を再現することができなかった。研究
代表者らの研究グループは、これまでの 3 つのランダム化比較試験を再分析し、習慣的運動が認
知機能に与えるポジティブな効果は、もともと認知機能が低い子供ほど大きいことを示した
（Ishihara et al., 2020）。つまり、もともと認知機能が高い子供には習慣的運動のポジティブな効
果は表れにくいと言い換えることができる。先行研究と単純比較ができないため推察の域は出
ないが、本研究では、入学選考が実施されている教育大学附属小学校の児童を対象としたため、
全体的に記憶パフォーマンスが高く、体力と記憶パフォーマンスの間に関係が認められなかっ
たのかもしれない。Guess 反応においては、体力と記憶パフォーマンスの関係が逆転することを
予想したが、この関係も認められなかった。これも本研究の参加者の特性（本研究の参加者の記
憶機能が高すぎたこと）が関わっているのではないかと考えている。今後、このような参加者の
特性を考慮した、テーラーメイド型の認知機能・記憶機能の評価法の開発が必要になってくると
考えている。 
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